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本を読むこともええけど、
市の主催する講演会や、地域学習でも、
人権についての学習会や映画会をしているで。

部落差別を
無くすためにできること

まずは知ることやで。
そして正しく理解することが大事やで。
知らんままやと、自分も差別したり、
差別されたりすることになるかもしれへんで。

どうしたら、知ることができるやろ？

日本社会の過程でつくられた、身分制度や歴史的・社会的に形成された人々
の意識に起因する差別行為です。特定の地域の出身・関係者であることを理由
に、恋愛や結婚、就職や交友関係において日常的に差別が行われるなど、現在
も様々な形であらわれている我が国固有の人権問題です。

部落差別を無くすために、私にもできることあるやろか。
何ができるやろ？

へー、そんなに学べる機会があるんや。
やっぱりまずは知ることが大事なんやな！
よし、今度一度学習会に参加してみようかな？

　「部落差別」って何？
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部落差別解消への取組は？部落差別解消への取組は？

部落差別の現状は？部落差別の現状は？

現在、これらの問題は解決されているといえるでしょうか！

国………平成28年「部落差別解消推進法」制定
●部落差別の解消に向けての基本理念を定め、国や地方公共団体の責務を明らかにし、相
談体制の充実等について定めることにより、部落差別のない社会を実現することを目的
とする法律。

　　同じ平成28年には、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」「本邦外出
身者に対する不当な差別的な言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」（いわゆる
人権三法）も制定され、人権尊重の社会の実現に関して重要な年となりました。

兵庫県…インターネット・モニタリング事業の実施

宍粟市…相談窓口の設置、啓発冊子の作成、講演会・学習会の開催

●匿名掲示板やSNSなど、インターネット上の差別的な書き込みについて監視（モニタリン
グ）する事業です。宍粟市でも令和２年度から開始し、県や各市町とも連携しながら実
施しています。

宍粟市内でも、各地域の生涯学習推進協議会をはじめとする関係団体が連携
し、講座や講演会、広報誌、企業内研修など、さまざまな機会をとおして人権
教育・啓発を推進しています。
これらの講演会やイベントに積極的に参加し、理解を深め、知識を身につ
け、知識をアップデート（更新）していくことが大切です。様々な立場の人た
ちと交流を深め、差別を許さない心を育むことが大切です。
わたしたちみんなが、この宍粟市を「自分らしく、幸せに暮らせるまち」に
していきましょう！

友達や、恋人・結婚相手の
出身地を

気にしてはいませんか？

「私は差別してない」し
「気にしていない」けれども、
世間（周囲）がどう思っているかに
合わせて対応を決めようと
思っていませんか？

「表現の自由があるから」といって、
インターネットで差別的な
書き込みをしたり、

地域の動画を無断で公開したりしても
いいのでしょうか？

採用面接で、必要がないのに
出身地や家族の職業を
聞いたりしていませんか？

（ ）


